
福井大学工学部 (電気電子・物理)工学科 １年生対象、田嶋教員担当、2007年 12月 18日 1限実施

微分積分 II (C2) 中間試験問題用紙

各人に問題用紙１枚、答案用紙１枚 (表裏使用)、計算用紙１枚を配布する。答案用紙１枚のみを提出し、問題用紙と計算用紙
は持ち帰れ。解答に際しては、最終的な答だけでなく導出過程も記せ。なお、教科書では arcsinx を Sin−1x、arccosx を

Cos−1x、arctanx を Tan−1x と表記している。配点は、【1】～【4】が各 5点、【5】～【14】が各 8点、合計 100点である。

【1】 I =
∫
x ex dx を求めよ。

【2】 I =
∫ 2

1
x2 e−x

3
dx を求めよ。

【3】 I =
∫

sin6 x cosx dx を求めよ。

【4】 I =
∫ 1√

1− x2
dx を求めよ。

【5】 I =
∫ 1√

2− 3x2
dx を求めよ。

【6】 I =
∫

x√
2− 3x2

dx を求めよ。

【7】 I =
∫

arcsinx dx を求めよ。

【8】 I =
∫ π/4

0
x2 cos x dx を求めよ。

【9】 I ′ =
d

dx

∫ x

0
e−t

4
dt を求めよ。

【10】 I =
∫ π

0

(
1 + cos2 x+ cos4 x

)
dx を求めよ。

ただし教科書で証明済みの下記の定積分公式を利用してよい。∫ π/2

0
cosn x dx =

(n− 1)!!
n!!

π

2
(nは偶数)

【11】 I =
∫ 2x2 + 3x− 1

(x− 1)(x2 + 1)
dx を求めよ。

【12】 I =
∫

dx√
1 + x+ x2

を求めよ。(ヒント： t = x+
√

1 + x+ x2 とおいて置換積分するとよい。)

【13】 I =
∫

dx

3 + cosx
を求めよ。(ヒント： t = tan

x

2
と置いて置換積分するとよい。）

【14】 広義積分 I =
∫ ∞

1

dx

xα
が存在する (有限の値を持つ)のは、定数 α がどのような範囲にある場合か

を論ぜよ。また、その場合の積分値を求めよ。



微分積分 II (C2) 中間試験 答案用紙
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学
科

学籍
番号

氏
名

得
点

[1–4] [5, 6] [7, 8] [9, 10]

[11] [12] [13] [14]

【1】
5 点

【2】
5 点

【3】
5 点

【4】
5 点

【5】
8 点

【6】
8 点

【7】
8 点

【8】
8 点

【9】
8 点

【10】
8 点

【11】～【14】は裏面に解答せよ.(各 8 点)
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